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令和4年度「国際貢献・協力セミナー」宮本 恒靖氏講演会
「スポーツを通じて架けるボスニア・ヘルツェゴビナの小さな橋」

講師：宮本 恒靖氏（元プロサッカー選手、元サッカー日本代表主将）
共催：岡山発国際貢献推進協議会　　後援：特定非営利活動法人 岡山県国際団体協議会、JICA中国

　秋の澄み渡る青空が広がる中、国際貢献に対する理解を深め、国際貢献活動への参加を促進することを目的として「国際貢
献・協力セミナー」を開催し、約70名の県民らが参加しました。
　今回は、サッカー日本代表主将として2度のワールドカップに出場され、引退後に進んだFIFAマスター（国際サッカー連盟の
主宰する大学院）での卒業研究をきっかけに、ボスニア・ヘルツェゴビナにスポーツアカデミー「マリモスト」を設立し民族融和に
取り組む宮本 恒靖氏をお招きし講演いただきました。　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細は次ページをご覧ください。）

令和4年10月１日（土
）

一般財団法人 岡山県国際交流協会

宮
本 

恒
靖
氏

№149令和4年
2022.�



スポーツアカデミー「マリモスト」
　1990年代のボスニア・ヘル
ツェゴビナ紛争における民族間
の衝突から、川を隔てて３つの
民族が分かれて暮らすモスタル
市の中心に、多民族の子どもた
ちが一緒に活動できるスポーツ
アカデミー「マリモスト」は設立
されました。宮本氏はこの国で
FIFAマスター時代の同級生と
ともに、スポーツを通した民族
融和に取り組んでいます。
　設立までに、宮本氏は何度も現地を訪問して人々を説得
し、協力を得て設立までたどり着きました。そうして2016年
に始動した「マリモスト」では、現在さまざまな民族の子ども
たちが、ともにスポーツを楽しんでいます。また子どもたちを
送迎する保護者同士がお茶を飲みながら語りあったり、バー
ベキューをしたりするなど、親世代へも融和の輪は広がって
います。
　宮本氏は「スポーツは、各々の尊厳やフェアプレー、チーム
ワークを学ぶことができる」と、スポーツの持つ力の大きさに
ついて語り、将来は「マリモスト」が恒久的に活動できるよう
になり、現地に運営を委ねることを目指しているそうです。

国際貢献・協力のために
　「マリモスト」の運営には、元サッカー選手である宮本氏を
はじめ、FIFAマスターの同期生である弁護士やＦＩＦＡスタッ
フ等が携わっています。宮本氏は「マリモスト」が継続して活
動できている理由として「紛争時に特定の勢力に加担せず、
紛争後も偏らずに支援を継続してきた日本人が関わっている
こと、そしてスタッフが専門分野を活かして携わっていること」

の重要性を説きました。
　講演を通じて、民族間対立の根深さや民族融和の難しさ
について考えさせられるとともに、そのような中でもスポーツ
を通じて民族融和はできると信じて進む宮本氏の信念を感
じたところです。
　最後に宮本氏は、国際貢献・協力に踏み出そうとする参加
者に向けて「困っている人がいたら助けるなど、できるところか
ら始めてみて。スポーツなど自分の得意分野を生かして、楽し
く続けていくことが大切」とエールを送りました。

＊特定非営利活動法人Little Bridge Japan
　宮本 恒靖氏が発起人となり設立された、スポーツ
を通じた国際貢献活動を行う団体。最初のプロジェク
トとして「マリモスト」の支援を行っており、日本とボス
ニア・ヘルツェゴビナの子どもたちがスポーツを通じ
て交流するスタディーツアーを開催してい
ます。「マリモスト」への支援・協力を募集
しています。
URL：https://www.little-bridge.net/

講師の宮本 恒靖氏

マリモスト集合写真

マリモストの子どもたちを笑顔で見守る宮本氏

令和4年度「国際貢献・協力セミナー」宮本 恒靖氏講演会
「スポーツを通じて架けるボスニア・ヘルツェゴビナの小さな橋」

令和 4 年 10 月１日（土）
講師：宮本 恒靖氏（元プロサッカー選手、元サッカー日本代表主将）

特集

パネル展示
　1Ｆロビーでは、後援のJICA中国が「スポーツ×国
際貢献・協力」をテーマに展示を行いました。
　JICA職員の活動を紹介した漫画やサッカーのユニ
フォームなどが展示され、セミナーに花を添えました。
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事業報告

　児童生徒の日本語学習の支援を行う
「子ども日本語学習サポーター」及び登録
希望者を対象とした研修会では、講師の
内田氏から、工夫を凝らした教材や、多様な
指導方法を学びました。内田氏の豊富な経
験談から「対象児童・生徒との信頼関係の構
築の大切さをあらためて学び、次も頑張ろう
と元気が出ました」と励まされる参加者も多
く見られました。後半には参加者26名の交
流会も行われ、日本語学習支援に関する悩みや、よく使っている教材の情報を共有するなどして親交を深めました。

交流会で談笑する講師と参加者 講師の内田 雅子氏

講師：内田 雅子氏（公益社団法人国際日本語普及協会 日本語講師）

令和４年８月２７日（土）子ども日本語学習サポーター研修会

　講師や参加者、そして英語ボランティアなど、総勢10か国約30名が参加し、文字通りの多国籍イ
ベントになりました。講師の出身地『ジャマイカ』をメインテーマに、参加者がネイティブと１対１で会話
ができる場面を多く提供するようプログラムを組みました。
　メインメニューは、遊びながら自身の英語表現を磨くことに着目したゲーム「シャレード」。その他
ジャマイカの音楽に合わせて「ミュージックチェア」（椅子取りゲーム）や、映像を使ったジャマイカの
紹介、ジャマイカンダンスの実践など盛りだくさんの内容となりました。
　シャレードは、全員が1枚ずつ伏せたカードを選んで額に掲げ、自身のカードが「何をしている誰／何なのか」（例：イヤホンで
音楽を楽しむダックスフント犬）を当てるゲームです。周囲との英会話の中でヒントを得て、推理をします。今回は、ヒントに形容詞
と副詞は使用可だが動詞や直接的な表現は使用不可というルールを設けました。この制限があるため、ヒントを出す側ももらう
側も言葉や表現に工夫が必要になり発想力が試されるため、日本人参加者だけでなくネイティブにも大変好評でした。

講師：S
シ ャ キ リ ア
hakeria E

イー
. M

マ ク フ ァ ー レ ン
cFarlane-

－
C

ク ル ー シ ャ ン ク
ruickshank氏

　　 （英会話講師、ALT ジャマイカ出身）

令和4年８月20日(土)英語で話そう -Letʼs talk in English-

シャレードのルール説明をするシャキリア氏

同じカードを持った仲間がみつかりご機嫌な参加者

自分のカードをどうやって

突きとめたか、説明中
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事業報告

　地域共生サポーター（県内の在住外国人に対し、コミュニケーションや社会活動など、生活面での支
援を行うボランティアとして県に登録した方）及び新規登録希望者19名が参加しました。堀氏の基調
講演では、在留外国人が多い浜松での事例を交えながら、現在の外国人受け入れの状況や課題につ

いて学びました。「ここで暮らすみなさんの経験の一つひとつは、岡山
にきた外国人にとっての参考書。知っている情報を伝えるというシンプ
ルな活動も大きな支援の一つなのですよ」との言葉に参加者は聴き入
りました。
　外国にルーツを持つ子どものサポートを行う週末エウレカの謝芯怡氏による活動事例発表
では、一方的な支援ではなく、相互に学び合い文化を理解し合うことの重要性が語られました。

地域共生サポーター養成講座・研修会
講師：堀 永乃氏（一般社団法人グローバル人財サポート浜松　代表理事）

令和４年１１月１２日（土）

　相互の連携協力を目的とし、特定非営利活動法人こくさいこどもフォーラム岡山、岡山青年国際交流会と、パートナーシップ
協定を締結しました。互いに連携し、岡山県における多文化共生社会の実現及び地域の国際化の推進に寄与してまいります。

　９月４日に、「令和4年度 青少年国際交流を通して国際社会や地域社
会への貢献を考えるつどい」が開催されました。岡山青年国際交流会との
パートナーシップ協定の一環で、当協会も後援しました。
　本事業は、内閣府等の共催、さまざまな団体の協働のもと、中国ブロック
イベントとして開催されたものです。
　テーマを「多様性×自分について語り合おう！ ～キラキラ未来のために
ギャーギャーしょうやー～」として、ゲストスピーカーの体験談や、グループ
ディスカッションを通して、多様性について考える機会になりました。

２団体とパートナーシップ協定を締結しました！

特定非営利活動法人こくさい
こどもフォーラム岡山
秋政 孝一会長（左）、

（一財）岡山県国際交流協会
福本 正弘事務局長（右）

岡山青年国際交流会 会長
筒井 恵理子氏（右）、

（一財）岡山県国際交流協会
福本 正弘事務局長（左）

活動事例を発表する謝氏

講師の堀 永乃氏

オンラインも含めて１０２名が参加し、盛り上がりました！

　特定非営利活動法人多文化共生マネージャー全国協議会主催のフォーラムが当セン
ターで開催され、中四国を中心に１６都府県から多文化共生に取り組む実践者（多文
化共生マネージャー（タブマネ））等約７０名が集まりました。
　基調講演の後、分科会に分かれ、呉市の中国人ママクラブ、出雲市のブラジルサポー
トセンター、長門市のながと日本語クラブなどの先進事例をもとに活発な意見交換が行
われ、ノウハウの共有や相互交流を図る有意義な一日となりました。

共催事業  多文化共生フォーラム 2022 in 中国四国 令和4年11月6日（日）
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に来
き

てから児
こ

島
じま

デ
で

ニ
に

ム
む

ス
す
ト
と

リ
り
ー
ー
ト
と
に行

い
き、青

あお
いデ

で
ニ
に

ム
む

ア
あ

イ
い
ス
す
ク
く
リ
り
ー
ー

ム
む

を食
た

べて楽
たの

しみました。ミ
み
ネ
ね
ソ
そ
タ
た

には
シ
し
リ
り
ア
あ

ル
る

、ピ
ぴ

ー
ー

ナ
な

ツ
つ

バ
ば

タ
た

ー
ー

、チ
ち
ョ
ょ
コ
こ
レ
れ

ー
ー

ト
と
、粉

こな
砂
ざ

糖
とう

で作
つく

るパ
ぱ

ピ
ぴ

ー
ー

チ
ち
ャ
ゃ
ウ
う
（puppy chow）という有

ゆう
名
めい

な
お菓

か
子
し

がありブ
ぶ

ル
る

ー
ー

ベ
べ
リ
り
ー
ー

マ
ま
フ
ふ
ィ
ぃ
ン
ん
もおいしいです。レ

れ
シ
し
ピ
ぴ

は
簡
かん

単
たん

なので機
き

会
かい

があれば是
ぜ

非
ひ

作
つく

ってみてくださいね！

　ア
あ

ジ
じ

ア
あ

言
げん

語
ご

と文
ぶん

化
か

に興
きょう

味
み

があるベ
べ

ラ
ら
さんが新

しん
任
にん

CIRとして赴
ふ

任
にん

されました。

ミ
み
ネ
ね

ソ
そ
タ
た

 ス
す

ペ
ぺ

リ
り
オ
お

ル
る

湖
こ

趣
しゅ

味
み

の写
しゃ

真
しん

撮
さつ

影
えい

＠韓
かん

国
こく

ミ
み
ネ
ね

ソ
そ
タ
た

のオ
お

ー
ー

ロ
ろ

ラ
ら

パ
ぱ

ピ
ぴ

ー
ー

チ
ち
ャ
ゃ
ウ
う

ノ
の
ヴ
ゔ
ィ
ぃ
ツ
つ

カ
か

ヤ
や
・ベ

べ
ラ
ら

さん

（ア
あ

メ
め
リ
り
カ
か
ミ
み
ネ
ね

ソ
そ
タ
た

州
しゅう

ロ
ろ

チ
ち

ェ
ぇ

ス
す

タ
た

ー
ー

市
し

出
しゅっ

身
しん

）
◦岡

おか
山
やま

県
けん

国
こく

際
さい

課
か

 国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

員
いん

（CIR）
　（２０２２年

ねん
7月

がつ
より）

◦日
に

本
ほん

滞
たい

在
ざい

歴
れき

：3年
ねん

3か月
げつ
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外国人のためのがいこくじん 情報コーナーじょうほう  こ  ー　 な　 ー

１月
がつ

から３月
がつ

は
たくさんの人

ひと
が

引
ひっ

越
こし

します。
引
ひっ

越
こし

を手
て

伝
つだ

ってくれる
会
かい

社
しゃ

は忙
いそが

しいです。
早
はや

く手
て

続
つづ

きをしましょう。

壊
こわ

れているものは
直
なお

してください。

わからないことは、
家
いえ

を貸
か

してくれている人
ひと

に
聞
き

いてください。

部
へ

屋
や

に自
じ

分
ぶん

の
持
も

ち物
もの

を置
お

いて、
新
あたら

しい家
いえ

に
行
い

かないでください。

ほかにも、引
ひっ

越
こし

で気
き

を付
つ

けることがあります。
情
じょう

報
ほう

を二
に

次
じ

元
げん

バ
ば

ー
ー

コ
こ

ー
ー
ド
ど

から見
み

てください。

参
さん

考
こう

：独
どく

立
りつ

行
ぎょう

政
せい

法
ほう

人
じん

国
こく

民
みん

生
せい

活
かつ

セ
せ

ン
ん
タ
た

ー
ー

.在
ざい

留
りゅう

外
がい

国
こく

人
じん

向
む

けリ
り
ー
ー

フ
ふ
レ
れ
ッ
っ
ト
と
「賃

ちん
貸
たい

住
じゅう

宅
たく

の敷
しき

金
きん

・原
げん

状
じょう

回
かい

復
ふく

ト
と
ラ
ら
ブ
ぶ

ル
る

」.2020年
ねん

3月
がつ

発
はっ

行
こう

　https://www.kokusen.go.jp/c-edu/data/c-edu_foreign_lf.html

日
に

本
ほん

語
ご

English 简体字

繁體中文繁體中文 한국어한국어

Tiếng Việt

Português ภาษาไทย

引
ひっ

越
こし

をするとき
気
き

を付
つ

けてください。

つ
もうすぐ、たくさんの人

ひと
が引

ひっ
越
こし

をする季
き

節
せつ

です。

引
ひっ

越
こし

の時
とき

は、前
まえ

の家
いえ

を元
もと

に戻
もど

して新
あたら

しい家
いえ

に行
い

きます。

気
き

を付
つ

けることをまとめた情
じょう

報
ほう

があります。

自
じ

分
ぶん

がわかる言
こと

葉
ば

で見
み

てください。

つ

つ

おかやま国際交流 2022.� №1496



作ってみよう！

世界のレシピ

ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

活
かつ

動
どう

しています！

通
つう

訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

唐
たん

 茉
まつ

さん

　私
わたし

が言
こと

葉
ば

の壁
かべ

で困
こま

っていたとき、誰
だれ

かに助
たす

けてもらいたいと思
おも

ったことがきっかけで、
同
おな

じように言
こと

葉
ば

の壁
かべ

で困
こま

っている中
ちゅう

国
ごく

人
じん

の力
ちから

になりたいと思
おも

い、１０年
ねん

前
まえ

に通
つう

訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

に登
とう

録
ろく

をしました。また、ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

活
かつ

動
どう

をして人
じん

生
せい

の経
けい

験
けん

を積
つ

みたいとも思
おも

いました。
　初

はじ
めての派

は
遣
けん

は医
い

療
りょう

通
つう

訳
やく

でした。病
びょう

院
いん

で日
に

本
ほん

語
ご

に不
ふ

自
じ

由
ゆう

な中
ちゅう

国
ごく

人
じん

を助
たす

けたとき、通
つう

訳
やく

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ
として初

はじ
めて達

たっ
成
せい

感
かん

を味
あじ

わいました。
　そのほかにも、国

こく
内
ない

外
がい

の外
がい

国
こく

人
じん

に向
む

けて、岡
おか

山
やま

県
けん

の魅
み

力
りょく

的
てき

なところを紹
しょう

介
かい

する
「Welcome to Okayama」の翻

ほん
訳
やく

をしています。私
わたし

にとって第
だい

二
に

のふるさとと言
い

える
岡
おか

山
やま

県
けん

の魅
み

力
りょく

を全
ぜん

世
せ

界
かい

の人
ひと

に紹
しょう

介
かい

するお手
て

伝
つだ

いができるので、やりがいがあります。
　ボ

ぼ
ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

の活
かつ

動
どう

を通
とお

して、自
じ

分
ぶん

の役
やく

割
わり

が見
み

つかり、とてもうれしいです。これからも
ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

の活
かつ

動
どう

は続
つづ

けたいです！
「Welcome to Okayama」URL　http://www.opief.or.jp/welcome/

レシピを教えてくれた
岡本さん

ベトナム風お好み焼き「バインセオ」
　現地の屋台などでも食べられる、ベトナム中南部地方発祥の庶
民的な定番料理。そんなバインセオのレシピを岡山駅近くにある
ベトナム料理店アオババの岡本 憲政さんに教えていただきました。

Banh Xeo バインセオ
 作 り 方
❶（生地を作る）★の材料をボウルに入れ、よく混ぜ合わせる。
　 ポイント！ 混ぜ合わせた生地は必ず1時間ほど寝かせる。
❷（タレを作る）Aを鍋に入れ、温める。温まったら、火を止め 
　 冷ましておく。
❸  ニンニクと赤唐辛子をたたきつぶし、②と合わせる。万能ダ

レの完成。
❹  中華鍋を温め、たっぷりの油を入れ、Bを炒める。火が通っ

たら、いったん取り出す。
❺ 鍋に①を流し入れ、中華鍋全体に薄く広げる。
❻ ゆでた緑豆と④を生地全体に散らす。
❼ 中央に太もやしをのせ、上から落しぶたをする。
　  ポイント！ 弱火で全体を焼いていき、途中、何度か鍋肌から

生地の下に追い油を流し入れ、パリッと焼き上げる。
❽  中華鍋から生地が離れると完成。バインセオを半分に折り

畳み、皿にのせる。
❾ バインセオの横に巻き野菜のサラダ菜やパクチーを添える。
＊  バインセオを一口大に切って巻き野菜で包み、タレにつけて

召し上がってください。
ベトナム料理店アオババ 岡山店
ホームページ
https://www.aobaba.jp/okayama

 材 料 （大きなもの２枚分）
○生地
★バインセオ粉…1/2袋(200g)
　… アオババさんやベトナムスー

パーで販売されています
★ターメリック …………… 少々
★水…………………… 500ml
★ココナッツミルク缶 … 100g
★卵……………………… 1個
★塩……………………… 少々
��
○タレ
・ヌックマム(魚醤) ………50ml
・砂糖 …………………… 50g
・水 …………………… 150ml
・ニンニク………………… 適量
・赤唐辛子 ……………… 適量

○具材
・油 ………… 適量
・海老 ……… 適量
・豚肉 ……… 適量
・玉ねぎ …… 適量
・緑豆(あれば)
・太もやし
・ サラダ菜やグリーン
リーフなど

・パクチー(お好みで)

��

A

B
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■編集・発行
〒700－0026 岡山市北区奉還町2－2－1
岡山国際交流センター内 一般財団法人 岡山県国際交流協会
　086－256－2000（月～土　9：00～17：30）
　086－256－2226
ホームページ: http://www.opief.or.jp
　Facebook: https://www.facebook.com/coolopief/
　 Tw i t t e r: https://twitter.com/opief_okayama
　 Instagram: https://www.instagram.com/opief_okayama/
E-mail: kokusai@opief.or.jp

問 

合 

せ

一般財団法人 岡山県国際交流協会
　企画情報課 企画情報班
　　　　　☎086－256－2914
　総務課　☎086－256－2000

（月～土　9：00～17：00）
（月～土　9：00～17：30）

受付管理班 ☎086－256－2905（9：00～17：30）会議室等の予約
［休館日］12月29日～1月3日及び臨時休館日（ただし日曜日は貸室業務以外休み）

最 新 情 報 は、当 協 会
の ホ ー ム ペ ー ジ や
Facebook、Twitter等
で随時お知らせします。

   

ホームページ Facebook Twitter Instagram

会員募集
一般財団法人岡山県国際交流協会では会員を募集しています。
☆会員の特典
　◦会報誌「おかやま国際交流」による国際交流情報の提供（年４回）
　◦メールマガジンの配信（月１回）
　◦協会主催事業への参加費割引（団体会員は１団体２名までを割引）
　◦入会時に記念品をプレゼント
☆年会費
　個人会員： 2,000円　　団体会員：10,000円
　賛助会員：30,000円

☆申込み・問合せ　総務課まで
　TEL:086-256-2000 ※９：00～１７：30（月～土曜日）
　E-mail：kokusai@opief.or.jp

岡山大学で勉強している長期研修員
～クアッタラ ヤコウバさん～
　皆さん、こんにち
は！私は、西アフリカ 
にあるコートジ ボ
ワールから来ました。
2019年にJICAの
短期研修に参加する
機会を得て来日した
のですが、その時に
日本の皆さんの時間
厳守で規律正しい姿がとても印象的でした。日
本でもっと自分の知識を深めたいと思い、JICA
長期研修プログラムで再来日し岡山大学で研究
をしています。
コートジボワールってどんな国？
　公用語はフランス語ですが各地域には現地語
もあり、数えると63言語もあります。主食はお米

ですが、アティエケと呼ばれるキャッサバを発酵さ
せたクスクスに似た伝統料理をよく食べます。とて
もおいしいですよ！
岡山の生活について
　岡山の人はと
ても親切で、何も
不自由なく生活
ができています。
日本食はとてもお
いしく、丼ぶり系
にはまっています。
最 近イオンで 食
べた海鮮丼はと
てもおいしかった
です（笑）。また、
後楽園や大きな公園等、お気に入りのスポットも
でき、残りの岡山での生活を存分に楽しみたいと
思っています。

　JICAは、開発途上国の国づくりの中核となる人材を育成する目的で、毎年お
よそ150か国から1万人を超える技術者や行政官などを、各国政府からの要請
に基づき研修員として受け入れています。研修員は、国づくりに必要な技術や知
識を習得し、また、日本で生活することを通して、日本の伝統・文化に対する理
解を深めて帰国し、それぞれの国の発展に貢献することが期待されています。今
回はそんな研修員のひとりを紹介します。

国際協力に関するご相談は岡山県JICAデスク（北脇）まで。
E-mail：okayamaken.desk@gmail.com／電話：086-256-2917

研修業務課編

研究に励んでいます
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コ
こ

ン
ん

シ
し

ェ
ぇ

ル
る

ジ
じ

ュ
ゅ

便
だよ

り

「世
せ

界
かい

の年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

の過
す

ごし方
かた

」 留
りゅう

学
がく

生
せい

が出
しゅっ

身
しん

地
ち

の年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

の過
す

ごし方
かた

を紹
しょう

介
かい

します！

��

��

��

��

台
たい

湾
わん

　旧
きゅう

暦
れき

の正
しょう

月
がつ

に長
ちょう

期
き

休
やす

みがあるた
め、ほとんどの会

かい
社
しゃ

では１２月
がつ

３１
日
にち

も働
はたら

き、１月
がつ

１日
にち

だけ休
やす

みです。
　台

たい
北
ぺい

１
いち
０
まる
１
いち

の年
とし

越
こ

し花
はな

火
び

はとても
有
ゆう

名
めい

ですが、普
ふ

通
つう

に
家
いえ

でのんびり過
す

ごす
人も多

おお
いです。

　台
たい

湾
わん

人
じん

は家
か

族
ぞく

と過
す

ごすのが好
す

きなので、
実
じっ

家
か

から離
はな

れて住
す

ん
でいる場

ば
合
あい

は、1日
にち

だ
けでも帰

き
省
せい

する人
ひと

も
います。

ア
あ

メ
め
リ
り
カ
か

　ア
あ

メ
め
リ
り

カ
か

の大
おお

みそかといえば、ニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ヨ
よ

ー
ー

ク
く
・タ

た
イ
い
ム
む

ズ
ず

ス
す

ク
く

エ
え

ア
あ

のカ
か

ウ
う

ン
ん
ト
と
ダ
だ

ウ
う

ン
ん

です！
　特

とく
に「New Years Ball Drop」が

有
ゆう

名
めい

です。１２月
がつ

３１日
にち

の２３時
じ
５９分

ふん
から1分

ふん
間
かん

かけて、タ
た

イ
い
ム
む

ズ
ず

ス
す

ク
く

エ
え

ア
あ

の
「タ

た
イ
い

ム
む

ボ
ぼ

ー
ー

ル
る

」
が下

した
に降

お
りていき

ます。年
とし

明
あ

けと同
どう

時
じ

に花
はな

火
び

がたくさ
んあがり、とても
盛
も

り上
あ

がります。

マ
ま
レ
れ

ー
ー

シ
し

ア
あ

　マ
ま

レ
れ

ー
ー

シ
し

ア
あ

では新
しん

年
ねん

を4回
かい

祝
いわ

います。１月
がつ

１日
にち

はみんなでお祝
いわ

い
しますが、中

ちゅう
華
か

系
けい

は1月
がつ

～２月
がつ

、マ
ま
レ
れ
ー
ー

系
けい

は５月
がつ

～６月
がつ

、イ
い
ン
ん
ド
ど

系
けい

は１０
月
がつ

～１１月
がつ

に祝
いわ

います。中
ちゅう

華
か

系
けい

は太
たい

陰
いん

暦
れき

、マ
ま

レ
れ

ー
ー

系
けい

はイ
い
ス
す

ラ
ら

ム
む

暦
れき

、
イ
い
ン
ん
ド
ど

系
けい

は月
つき

の位
い

置
ち

に基
もと

づいて毎
まい

年
とし

お祝
いわ

いする日
ひ

が決
き

まります。
　また、大

お と な
人は子

こ
供
ども

たちにお年
とし

玉
だま

を贈
おく

ります。中
ちゅう

華
か

系
けい

は赤
あか

、マ
ま

レ
れ

ー
ー

系
けい

は緑
みどり

、イ
い
ン
ん
ド
ど

系
けい

は紫
むらさき

など、それぞれお年
とし

玉
だま

の封
ふう

筒
とう

の色
いろ

も違
ちが

います。

ベ
べ
ト
と
ナ
な

ム
む

　ベ
べ

ト
と

ナ
な

ム
む

の正
しょう

月
がつ

は「テ
て
ト
と

」といいます。 
テ
て

ト
と

の 約
やく

1 週
しゅう

間
かん

前
まえ

が 、「オ
お

ン
ん

タ
た

オ
お

の 日
ひ

（Ngày Ông Táo）」で、この日
ひ

からテ
て
ト
と
の

準
じゅん

備
び

を始
はじ

めます。
　「オ

お
ン
ん

タ
た

オ
お

」とは各
かく

家
か

庭
てい

の台
だい

所
どころ

に宿
やど

る神
かみ

様
さま

です。台
だい

所
どころ

の神
かみ

様
さま

は、「オ
お
ン
ん
タ
た

オ
お

の日
ひ

」に天
てん

に帰
かえ

って、天
てん

の
帝
みかど

に家
いえ

であったことを
報
ほう

告
こく

し、大
おお

みそかにまた
家
いえ

に帰
かえ

ってきます。
　オ

お
ン
ん
タ
た
オ
お

の日
ひ

からテ
て
ト
と

までの１週
しゅう

間
かん

は、墓
はか

参
まい

り
をして先

せん
祖
ぞ

のお墓
はか

を掃
そう

除
じ

し、先
せん

祖
ぞ

をテ
て
ト
と
に招

しょう
待
たい

します。

中
ちゅう

国
ごく

　中
ちゅう

国
ごく

は２月
がつ

頃
ごろ

に「春
しゅん

節
せつ

」をお祝
いわ

いし
ます。
　春

しゅん
節
せつ

には必
かなら

ず家
か

族
ぞく

全
ぜん

員
いん

集
あつ

まって、
温
あたた

かい食
た

べ物
もの

を一
いっ

緒
しょ

に食
た

べます。
　私

わたし
の故

こ
郷
きょう

では、「湯
たん

円
ゆぇん

」と呼
よ

ばれる
茹
ゆ

で団
だん

子
ご

のようなものを食
た

べます。湯
たん

円
ゆぇん

の中
なか

には、小
あ ず き

豆
や黒

くろ
胡
ご

麻
ま

などの具
ぐ

が入
はい

って
いて、とてもおいしいです。
さらに、「湯

たん
円
ゆぇん

」の発
はつ

音
おん

は
中
ちゅう

国
ごく

語
ご

の「团
たんゆぁん

圆」＝団
だん

らん
と似

に
ていて、縁

えん
起
ぎ

がいいと
言
い

われています。

①台
たい

北
ぺい

１
いち
０
まる
１
いち

の年
とし

越
こ

し花
はな

火
び

の様
よう

子
す

ゆりかさん

かれんさん

イ
い
ェ
ぇ
ン
ん
さん

カ
か
ク
く
さん

サ
さ

キ
き

さん

③タ
た
イ
い
ム
む

ズ
ず

ス
す
ク
く

エ
え

ア
あ

の年
とし

越
こ

しの様
よう

子
す

⑤中
ちゅう

華
か

系
けい

の赤
あか

の封
ふう

筒
とう

④「湯
たん

円
ゆぇん

」と呼
よ

ばれる団
だん

子
ご

②売
ばい

店
てん

でオ
お
ン
ん
タ
た
オ
お

の飾
かざ

りが売
う

られています

出典：写真①、③、④、⑤「写真AC」https://www.photo-ac.com/

出典：「テト前の風物詩@ハノイの路上や市場－ハノイ駄日記」
https://zabon-inu.hatenablog.com/entry/2021/02/03/072000
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「名
な

古
ご

屋
や

市
し

美
び

術
じゅつ

館
かん

コ
こ
レ
れ
ク
く
シ
し
ョ
ょ
ン
ん

— エ
え

コ
こ

ー
ー

ル
る
・ド

ど
・パ

ぱ
リ
り
とメ

め
キ
き

シ
し

コ
こ
・ル

る
ネ
ね

サ
さ

ン
ん

ス
す

」
（岡

おか
山
やま

県
けん

立
りつ

美
び

術
じゅつ

館
かん

開
かい

催
さい

）のチ
ち

ケ
け
ッ
っ
ト
と
を5名

めい
様
さま

にプ
ぷ

レ
れ

ゼ
ぜ

ン
ん
ト
と
！

　令
れい

和
わ
５年

ねん
1月

がつ
17日

か
（火

か
）までにア

あ
ン
ん

ケ
け

ー
ー
ト
と
にご協

きょう
力
りょく

いただいた会
かい

員
いん

の中
なか

から抽
ちゅう

選
せん

で5名
めい

の方
かた

に、岡
おか

山
やま

県
けん

立
りつ

美
び

術
じゅつ

館
かん

で開
かい

催
さい

さ
れる標

ひょう
記
き

美
び

術
じゅつ

展
てん

（会
かい

期
き
：令

れい
和
わ
５年

ねん
２月

がつ
３日

にち
（金

きん
）～３月

がつ
１２日

にち
（日

にち
））のチ

ち
ケ
け
ッ
っ
ト
と
2名

めい
分
ぶん

をお送
おく

りします。発
はっ

表
ぴょう

は発
はっ

送
そう

を
もって代

か
えさせていただきます。

�
　名古屋市美術館の誇る「エコール・ド・パリ」と「メキシコ・ルネサンス」のコレクション。本展では、モディリアーニ
やユトリロ、シャガールといった、1920年代を中心にパリで活躍した「エコール・ド・パリ」の芸術家たちの作品に
加え、視覚的な力強さと明確な社会的メッセージを持つ、メキシコ近代美術である「メキシコ・ルネサンス」の作品
をあわせて展示し、20世紀前半のパリとメキシコを舞台に展開された憂いを秘めた華やかさと力強さがある多彩
な美術の世界を紹介します。

▲

アあ
ん
け
ー
と
ふ
ぉ
ー
む

ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム

会
かい

報
ほう

誌
し

ア
あ
ン
ん

ケ
け

ー
ー
ト
と
のお願

ねが
い  今

こん
後
ご

の参
さん

考
こう

にさせていただくため、ご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いします。

アメデオ・モディリアーニ《おさげ髪の少女》ca. 1918　名古屋市美術館蔵

1月
がつ 2月

がつ

３月
がつ

国
こく

際
さい

貢
こう

献
けん

NGOフ
ふ
ェ
ぇ
ア
あ

　国
こく

際
さい

貢
こう

献
けん

活
かつ

動
どう

を行
おこな

う岡
おか

山
やま

県
けん

のNGO団
だん

体
たい

が、１週
しゅう

間
かん

ごと
のリ

り
レ
れ

ー
ー

形
けい

式
しき

で、パ
ぱ

ネ
ね

ル
る

展
てん

示
じ

により活
かつ

動
どう

紹
しょう

介
かい

を行
おこな

います。
期
き

間
かん

中
ちゅう

はご自
じ

由
ゆう

に見
けん

学
がく

いただけます。
◦と　 き 令

れい
和
わ
５年

ねん
１月

がつ
１２日

にち
（木

もく
）～２月

がつ
２２日

にち
（水

すい
）

◦参
さん

加
か

費
ひ

 無
む

料
りょう

◦共
きょう

　催
さい

 （特
とっ

活
かつ

）岡
おか

山
やま

県
けん

国
こく

際
さい

団
だん

体
たい

協
きょう

議
ぎ

会
かい

（COINN）
◦申

もうし
込
こ

み 不
ふ

要
よう

やさしい日
に

本
ほん

語
ご

研
けん

修
しゅう

会
かい

　外
がい

国
こく

人
じん

に理
り

解
かい

しやすい「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」の研
けん

修
しゅう

会
かい

を開
かい

催
さい

します。
◦と　 き 令

れい
和
わ
５年

ねん
２月

がつ
１１日

にち
（土

ど
）または１８日

にち
（土

ど
）（予

よ
定
てい

）
◦対

たい
　象

しょう
  日

に
本
ほん

語
ご

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て

ィ
ぃ
ア
あ

、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

コ
こ
ミ
み
ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し
ョ
ょ
ン
ん

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

タ
た

ー
ー

、地
ち

域
いき

共
きょう

生
せい

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

タ
た

ー
ー

など
◦参

さん
加
か

費
ひ

 無
む

料
りょう

　　◦定
てい

　員
いん

　50名
めい

（要
よう

申
もうし

込
こ

み、先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）
◦申

もうし
込
こ

み 令
れい

和
わ

5年
ねん

1月
がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

予
よ

定
てい

�

災
さい

害
がい

救
きゅう

援
えん

専
せん

門
もん

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ
（通

つう
訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

）
研
けん

修
しゅう

会
かい

　災
さい

害
がい

時
じ

に通
つう

訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

で外
がい

国
こく

人
じん

を支
し

援
えん

するための知
ち

識
しき

を
身
み

につけます。
◦と　 き 令

れい
和
わ
５年

ねん
２月

がつ
下
げ

旬
じゅん

（予
よ

定
てい

）
◦対

たい
　象

しょう
 ①岡

おか
山
やま

県
けん

災
さい

害
がい

救
きゅう

援
えん

専
せん

門
もん

ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ
ア
あ
（通

つう
訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

）登
とう

録
ろく

者
しゃ

 ② 外
がい

国
こく

語
ご

通
つう

訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

の知
ち

識
しき

及
およ

び経
けい

験
けん

を有
ゆう

する
方
かた

で、災
さい

害
がい

時
じ

の外
がい

国
こく

人
じん

支
し

援
えん

に関
かん

心
しん

のある方
かた

◦参
さん

加
か

費
ひ

 無
む

料
りょう

　　◦定
てい

　員
いん

　６０名
めい

（要
よう

申
もうし

込
こ

み、先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）
◦共

きょう
　催

さい
 岡

おか
山
やま

県
けん

、岡
おか

山
やま

市
し
（予

よ
定
てい

）
◦申

もうし
込
こ

み 令
れい

和
わ
５年

ねん
１月

がつ
下
げ

旬
じゅん

受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

予
よ

定
てい

〈会場はすべて岡山国際交流センターです。問合せ・申込みは企画情報課まで。〉

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今後の状況により、変更または中止に
なる可能性があります。あらかじめご了承ください。

　最新情報は当協会のホームページをご確認ください。イベントカレンダー
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ワ
わ

ー
ー

ル
る
ド
ど
・エ

え
ク
く

サ
さ

サ
さ

イ
い
ズ
ず

　“健
けん

康
こう

”をテ
て

ー
ー

マ
ま

に、高
こう

齢
れい

者
しゃ

や小
ちい

さい子
こ

どもも参
さん

加
か

できる
体
たい

操
そう

やス
す
ト
と
レ
れ
ッ
っ
チ
ち

、踊
おど

りなど、日
に

本
ほん

発
はっ

祥
しょう

のものや、留
りゅう

学
がく

生
せい

等
とう

講
こう

師
し

の紹
しょう

介
かい

による世
せ

界
かい

のレ
れ
ク
く
リ
り
エ
え

ー
ー

シ
し
ョ
ょ
ン
ん

を複
ふく

数
すう

体
たい

験
けん

し、体
からだ

を動
うご

かしながら交
こう

流
りゅう

します。
◦と　 き 令

れい
和
わ
５年

ねん
３月

がつ
４日

にち
（土

ど
）１３：３０～１５：３０（予

よ
定
てい

）
◦対

たい
　象

しょう
 どなたでも

◦参
さん

加
か

費
ひ

 無
む

料
りょう

　　◦定
てい

　員
いん

　５０名
めい

（要
よう

申
もうし

込
こ

み、先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）
◦申

もうし
込
こ

み 令
れい

和
わ

5年
ねん

２月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

予
よ

定
てい

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

交
こう

流
りゅう

会
かい

　講
こう

演
えん

やボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

同
どう

士
し

の交
こう

流
りゅう

を通
とお

し、ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

活
かつ

動
どう

への理
り

解
かい

を深
ふか

めます。
◦と　 き 令

れい
和
わ
５年

ねん
３月

がつ
４日

にち
（土

ど
）10：00～12：00（予

よ
定
てい

）
◦対

たい
　象

しょう
 ①当

とう
協
きょう

会
かい

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

登
とう

録
ろく

者
しゃ

（新
しん

規
き

登
とう

録
ろく

者
しゃ

も可
か

）
 ②ボ

ぼ
ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

活
かつ

動
どう

に関
かん

心
しん

のある方
かた

◦参
さん

加
か

費
ひ

 無
む

料
りょう

◦定
てい

　員
いん

 ５０名
めい

（要
よう

申
もうし

込
こ

み、先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）
◦申

もうし
込
こ

み 令
れい

和
わ
５年

ねん
１月

がつ
下
げ

旬
じゅん

受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

予
よ

定
てい

�
�

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

コ
こ
ミ
み
ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し
ョ
ょ
ン
ん

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

タ
た

ー
ー

研
けん

修
しゅう

会
かい

　学
がっ

校
こう

や行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

の窓
まど

口
ぐち

、医
い

療
りょう

機
き

関
かん

で外
がい

国
こく

人
じん

のサ
さ

ポ
ぽ

ー
ー
ト
と
をす

る通
つう

訳
やく

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

に必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

や心
こころ

構
がま

えについて学
まな

びます。
◦と　 き 令

れい
和
わ

5年
ねん

２月
がつ

２３日
にち

（木
もく

・祝
しゅく

日
じつ

）
◦対

たい
　象

しょう
  岡

おか
山
やま

県
けん

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

の「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

コ
こ
ミ
み
ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し
ョ
ょ
ン
ん

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

タ
た

ー
ー

」制
せい

度
ど

の登
とう

録
ろく

者
しゃ

及
およ

び新
しん

規
き

に登
とう

録
ろく

を希
き

望
ぼう

する方
かた

。
 ※日

に
本
ほん

語
ご

とその他
ほか

の言
げん

語
ご

で円
えん

滑
かつ

に意
い

思
し

疎
そ

通
つう

ができる方
かた

◦参
さん

加
か

費
ひ

 無
む

料
りょう

◦定
てい

　員
いん

 25名
めい

程
てい

度
ど
（要

よう
申
もうし

込
こ

み、先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）
◦申

もうし
込
こ

み 令
れい

和
わ
５年

ねん
１月

がつ
下
げ

旬
じゅん

より受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

予
よ

定
てい
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